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続
く
強
雨
「水
、怖
い
」

熊
本
、避
難
所
で
不
安
な
夜

「経
験
し
た
こ
と
の
な
い
」

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
熊
本
県
阿

蘇
市
。　
一
夜
明
け
た
１３
日
午
前

も
、
強
い
雨
は
地
面
を
た
た
き

続
け
た
。
民
家
を
の
み
込
ん
だ

土
砂
崩
れ
現
場
で
は
徹
夜
の
捜

索
が
難
航
。
避
難
所
に
身
を
寄

せ
合

っ
た
人
た
ち
は
、
先
の
見

え
な
い
災
害
に
不
安
を
募
ら
せ

た
。
　
　
　
　
　
▼
１
面
参
照

市
立
阿
蘇
体
育
館
で
は
約
２

０
０
人
が
夜
を
明
か
し
た
。
同

市
小
里
、
長
尾
純
子
さ
ん
（
４２
）

は
長
女
（
２０
）
ゃ
実
家
の
母
親
、

妹
ら
７
人
で
ざ
こ
寝
し
た
。

１２

日
は
、
ひ
ざ
下
ま
で
水
に
つ
か

り
、
避
難
し
て
き
た
。

長
尾
さ
ん
は

「急
い
で
避
難

し
て
き
た
の
で
財
布
と
携
帯
電

話
し
か
持

っ
て
き
て
い
な
い
。

昨
夜
は
眠
れ
な
か

っ
た
」
。
自

宅
の
片
付
け
に
戻
ろ
う
と
も
思

っ
た
が

「き
ょ
う
も
こ
ん
な
に

降
る
と
、
ま
た
水
が
上
が

っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
怖
い
。

早
く
帰
り
た
い
」
。

阿
蘇
市

一
の
富
保
健
セ
ン
タ

ー
に
は
１２
日
夜
も
土
砂
崩
れ
を

心
配
し
た
人
た
ち
が
や

っ
て
来

た
。
計
約
２
３
０
人
が
避
難
。

２
階
建
て
の
建
物
の
部
屋
だ
け

で
は
入
り
き
れ
ず
、
廊
下
に
も

毛
布
や
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
横
に

な
る
人
た
ち
が
あ
ふ
れ
た
。

市
内
の
園
田
風
師
さ
ん
（
６９
）

ち
ゃ
ん
（２
）は

・２
日
夕
ご
ろ
か
ら
発
熱
し
、
夜

中
は

一
時
、
約
４０
度
ま
で
熱
が

上
が

っ
た
。
夜
は
廊
下
に
敷
い

た
マ
ッ
ト
の
上
で
、
母
の
恵
美

子
さ
ん
（
３９
）
が
添

い
寝
を
し

た
。
「夜
は
眠
り
が
浅
か

っ
た
せ

い
か
、
よ
く
寝
て
い
ま
す
」
。
廊

下
で
眠
り
に
つ
い
て
い
た
太
郎

ち
ゃ
ん
の
小
さ
な
手
を
握
り
な

が
ら
、
風
師
さ
ん
は
言

っ
た
。

榊でぁ兌
■主な被災地 の死者 と

行方不明者の数

住民たちは住宅から泥をかき出すなど後かたづけに追
われていた=13日午前 9時13分、熊本市、岩下毅撮影

曽NI.三身

荼

水
道
工
事
で

千需
謹

容
疑
の
社
長
こ

千
葉
市
発
注
の
水
道
工
事
の

入
札
を
巡
り
、
千
葉
県
警
は
１３

死 亡
方
明

行
不

熊本県

阿蘇市 17ノ人、 5ノ、

南阿蘇村 1ノ人、 1ノ人、

高森町 な し 1ノ人、

大分県竹田市 1メ、 1ノ人、

卜じト
ち

７

「
サ

イ

■
６

え
穆

ま

た
ま
ｔ
薇
「

ki 花縦冬
D「 セ
もヽ な

::よ い

第

〓
大
津
〓

大
津
市
立

生
徒

（
当
時

間
題
を
再
調

津
市
が
今
月

よ
る
調
査
未

せ
、

１１
月
を

を
出
す
方
向

い
る
こ
と
が

・

わ
か

っ
た
。

学
教
授
、
臨

育
長
は
１３
［
¨

し
た
同
市
・

長
（５２
）ら
二


